
祁答院中学校 山縣　祥美　　　

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 6
(1) Ｂ 6 Ｂ 4

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(1) Ｂ 7 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 1

Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 5
(2) Ｂ 7 Ｂ 4

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 5
(2) Ｂ 6 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(3) Ｂ 5 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 3
(4) Ｂ 8 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(5) Ｂ 5 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 6
(5) Ｂ 6 Ｂ 3

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(7) Ｂ 7 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 4
(7) Ｂ 9 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

学校だよりやＰＴＡ活動
等において経営方針の説
明や進捗状況を積極的に
情報公開に努める。

学校だより等定期的に発行
され経営方針を伝える努力
をされていた。中学校とし
てのワンランク上のレベル
を感じる。

3.5 3.6

様式6 令和３年度学校関係者評価結果№１

学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

学年の発達段階に応じ
た学級づくりを充実さ
せる。職員研修で取り
組む。

のびのびと学校生活を送
る生徒の姿が多く見受け
られる。生徒の真剣な授
業態度など雰囲気は非常
によいと思う。

3.5 3.4

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

各種学力調査や体力テ
ストから課題を把握し
具体的な取組を充実さ
せる。

数値目標をあげてよく
努力しているように思
う。保護者も生徒も意
識付けが必要と感じ
た。

3.5 3.3

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

危機管理意識の徹底と
常時・定期の安全点検
を実施し修理・補修を
迅速に行う。

登下校時の自転車での事故
が数件あった。安全点検や
安全指導が不十分な面があ
るので保護者と連携して定
期的に行う必要がある。

3.6 3.5

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

指導体制の充実を図
る。積極的な生徒指導
を展開し問題行動や不
登校対策に取り組む。

職員間，生徒同士のコ
ミュケーションが上手
く取れているように感
じた。

3.5 3.5

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

緑化活動を教育課程に
位置づけ時間と場を設
定する。

広い敷地の管理は大変だがき
れいに管理されており靴箱も
しっかり整理整頓されてい
る。掲示物が見やすく進路関
係の資料は随時更新されてい
て情報提供されている。

3.6 3.5

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

コロナ禍での工夫・改
善が必要である。広報
や学級ＰＴＡ等の機会
を有効に活用する。

コロナ禍での行事計画であ
り実施については苦慮され
ていたように見えた。可能
な範囲で生徒を第一に考え
配慮してくださっている様
子が伺えた。

3.4 3.3

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

学力や体力テスト等の
諸検査をＰＴＡ総会や
学校だよりでの公表や
学級ＰＴＡでの報告を
今後も継続する。

学級PTAでの情報量が
少ない。学力面での情
報が少ないので保護者
が不安に感じているこ
ともある。

3.5 3.4

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

毎月全職員で行う安全
点検を計画的に実施
し，修理・補修を徹底
する。補修のための予
算化を図り計画的な遂
行に努める。

点検等適切に行われて
いることを確認した。
今後も引き続き安全管
理を徹底してほしい。

3.5 3.5

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

ＰＴＡ活動全般の見直
しを図り今後の会員数
減少を見通した取組を
する。

コロナ禍の中なかなか難し
い面もあると思うが今後見
直しを図りつつ教育活動充
実のためともに協力してい
きたい。

3.3 3.3



学　　校　　名

祁答院中学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 7
(6) Ｂ 3 Ｂ 3

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(6) Ｂ 6 Ｂ 6

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(6) Ｂ 7 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 6
(2) Ｂ 4 Ｂ 4

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 5
(8) Ｂ 8 Ｂ 4

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞

令和３年度　学校関係者評価結果№２

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

様式６

12

　薩摩川内元気
塾は､子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

人間関係づくり・ＳＮ
Ｓに関すること・性教
育多種多様な講師招聘
ができた。

「命・性・人権」様々な
テーマで講演や体験活動を
通じて様々な学びの場を与
えていただいた。生徒の感
想からもよい機会であった
ことが分かった。

3.4 3.4

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

研究公開で得られた研
究の成果と今後の課題
(特に学力向上)につい
て小中一体となって研
究を進める。

子どもたちの姿をテレビや
新聞で見た。子どもたちの
活躍している姿をみるのは
うれしい。ふるコミュの発
表が文化祭で見られたのは
よかった。小中一貫教育が

3.6 3.7

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

地域からも挨拶をする
生徒が増えてきたとの
声を聴く。さらに指導
の充実を図りたい。

元気な気持ちのよいあ
いさつを男女問わずし
てくれます。地域行事
等でも素直なあいさつ
ができています。

3.7 4

13

　英語教育の推進
について､小･中･
義務教育学校の特
質を活かして充実
が図られている。

英検の受検率アップと
意欲的に取り組む生徒
の増加。英語に興味・
関心をもつ生徒が増え
てきた。

英語教育に苦手意識を
もっている生徒が少な
くない。英語教育の充
実を図ってほしい。

3.5 3.4

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

・学校参観週間に訪問した際，小規模校の強みである一人一人を大切にした学校経営，校内も各学級の設
営がとても充実していた。また，各学年の各種作品展への取組の様子が玄関に展示されておりよいアイデ
アであり訪問した外部のものにもわかりやすくうれしいものであった。(第一生徒の考えがよくわかる)
とのご意見をいただいた。本校では生きた設営・生徒の活動が見える設営に力を入れているだけに評価を
いただきありがたい。今後もさらに工夫改善をしてまいりたい。
・登下校の自転車通学生の様子が以前と比べとてもよくなった。との評価をいたただいた。今後もまだま
だ改善していく必要があると考える。これからも各家庭での安全に対する取組や学校の指導・PTAとの連
携を密に図っていきたい。
・助産師を講師にお迎えして性に関する指導に取り組み２年が経過した。生徒と保護者が一緒に考える機
会として今後定着させてまいりたい。
・道徳教育・読書指導については全教職員で取り組み，学力の向上と生徒指導の充実に成果を上げてきた
と思う。今後もなお一層充実を図る。
・コロナ禍で生徒の体力の低下が心配される。体力向上に具体策をもって今後取り組みたい。
・「最近挨拶をする生徒が多くなってきた」など地域の方からの声を聞く。不登校生徒も激減した。今後
も関係機関・保護者との連携を密にして小さな変化を見逃すことなく早期発見・早期解決に努めてまいり
たい。
・ホームページの更新について課題がある。解決策を急ぎたい。

15

信頼される学校
づくりの取組は
積極的になされ
ている。

コロナ禍の中での工夫
と改善が必要である。
学校からの発信にさら
に努めてまいりたい。

教職員の評価が前年度より
ほとんどすべての項目で向
上している。中学校は地域
から見えにくい部分が多い
のでホームページの活用を
しっかりやってほしい。

3.4 3.4



　


